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研究成果の概要（和文）：20 世紀フランスを代表する文芸批評家モーリス・ブランショの文学

論や虚構作品における言語とイメージの関係性について考察し、単著『文学のミニマル・イメ

ージ』にまとめるとともに、そこから出発して、(1) 19 世紀の詩人ステファヌ・マラルメの詩

論や絵画論、(2) 1950－60 年代の現代芸術に見られブランショも実践した断章形式、(3) 現代

詩人ミシェル・ドゥギーの詩論や隠喩論、(4) 芸術作品をめぐるアポリネールやバルザックの

短篇小説などの分析を行った。 
 
研究成果の概要（英文）：I published The Minimal Image of the Literature, a study on the 
relation between language and image in the literary theory and the fictions of Maurice 
Blanchot, eminent literary critic of 20th century France. And from that perspective, I 
analyzed (1) the poetics and the essays on the picture of 19th poet Stéphane Mallarmé, (2) 
the fragmentary form found in the modern art in the 1950-60 and practiced by Blanchot, (3) 
the poetics and the essays on the metaphor of the contemporary poet Michel Deguy, (4) the 
novels on the work of art of Appolinaire and Balzac. 
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１．研究開始当初の背景 

19 世紀から 20 世紀にかけて、芸術の諸ジ
ャンルは、それぞれに自己批判性を高めるこ
とによって、芸術の新たなあり方を協同して
模索してきた。それゆえ、文学研究にとって
は、文学そのものの変容を他の芸術の変容と
相関的な形で跡づけることが肝要である。そ

のためには、「文学」からの解放としての文
学のありようを、諸芸術に通底する「イメー
ジ」の概念によって洞察し続けたブランショ
の文学論を考察の出発点とすることが有意
義である。 
 
(1) しかし、ブランショの文学論の全体を「イ
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メージ」の観点から読み解く研究は存在して
いなかった。 
 
(2) ブランショと現代芸術の関係に関する研
究には 2007 年に刊行された Emmanuelle 
Ravel の著作があるが、前提となるブランシ
ョの「イメージ」概念の検討が不十分である
ため、提示される「美学」が通念の域を出て
おらず、言語芸術と視覚芸術の関係性につい
ての具体的分析も不足していた。 
 よって、本研究によってブランショと現代
芸術の接続を再提示する必要があった。 
 
２．研究の目的 
(1) 文芸批評家モーリス・ブランショの文学
論を、ブランショとほぼ同時代に興った視覚
芸術および芸術理論と付き合わせて読解す
ることにより、文学と視覚芸術の現代的な関
係性を解明すること。 
 
(2) 1960－70年代のフランスにおけるレトリ
ック再興および隠喩をめぐる論争について
調査・分析することにより、言語とイメージ
の関係性をめぐる思想の変容を「詩学」の問
題として解明すること。 
 
(3)「芸術の起源」をめぐるアポリネールやバ
ルザックの短篇を文学研究と美術研究双方
の知見を用いて分析し、言語とイメージをめ
ぐる研究に新たな観点を打ち出すこと。 
 
３．研究の方法 
(1) ブランショの文学論における言語とイメ
ージの関係性についての研究から浮かび上
がってきた「多面体的言語」というイメージ
をマラルメ、ベンヤミン、ミシェル・ドゥギ
ーらの詩論、言語論、芸術論において追究し、
19 世紀から 20 世紀にかけての「表象の危機」
とそれに伴う言語芸術と視覚芸術の並行的
な革新のありようを明らかにする。 
 
(2) (1)で検討対象となった「多面性」が、他
方で現代文学と現代芸術に並行して見られ
た「断章形式」といかなる関係にあるのかを
探るため、ブランショの断章形式の著作『彼
方への一歩』を、「多面体的言語」イメージ
を提示した初期言語論との関係において分
析する。 
 
(3) (1)で「多面体的言語」という観点から注
目した詩人ミシェル・ドゥギーの詩学を「～
のよう（comme）の詩学」として析出するべ
く、ドゥギー詩論の読解を行う。具体的には、
①ドゥギーが論客の一人となった 1960－70
年代フランスにおけるレトリックの再興、②
そのなかで興ったドゥギーと文学理論家ジ
ェラール・ジュネットの「隠喩」をめぐる論

争を時代のなかに位置づけ、整理、分析する。 
 
(4) 『文学のミニマル・イメージ』で検討し
たブランショの議論を踏まえつつ、言語とイ
メージ、言語と視覚芸術の関係性を小説のな
かに探るべく、「芸術作品の起源」をめぐる
いくつかの短篇を、芸術をめぐる様々な理論
を参照しつつ分析する。 
 
４．研究成果 
(1) マラルメにおいて多面体的言語イメージ
は主として後期の詩論に現れるが、その萌芽
は 70 年代の美術批評にすでに見られる。そ
のため、1876 年のマラルメのマネ論「印象派
の画家たちとマネ」を仔細に読解し、現代性
（モデルニテ）と密接に関わる「典型」と「様
相」という二種類のイメージを引き出し、そ
れらの関係性の検討により、マラルメの詩的
イメージの性質、および、それが「時代の危
機」と取り結んでいる関係を明らかにした。
マラルメ研究においても従来打ち出されて
いなかった観点として、マラルメ研究者にも
参照されている。 
 
(2) 断章形式で書かれたブランショの 1973
年の著作『彼方への一歩』を彼の過去の著作
との比較を通して分析し、ブランショにおけ
る「断片的なもの」の射程を明らかにした。
アバディーン大学（スコットランド）でのブ
ランショ研究会で発表したが、ブランショ後
期の断章を前期の言語論との関係において
読み解く議論は新しいとして評価を受けた。 
 
(3) 「共に置くこと」を詩の起源とみなし、
詩には潜在的に「～のよう（comme）」という
直喩表現の作用が含まれていると考える（こ
れをわれわれは「comme の詩学」と呼ぶ）詩
人・批評家ミシェル・ドゥギーの詩論の分析
を行った。古代ギリシア以来のレトリックの
盛衰および 1960－70 年代のレトリック復興
と、ドゥギーとジュネットの隠喩論争を整理
し、争点を明確にした。従来、研究領域の狭
間にあって死角となってきた問題であるが、
この時代を総括しておくことは現代の文学
研究にとってきわめて重要である。 
 
(4) 「芸術作品の起源」についての独自の問
題提起を行う小説の分析を行った。 
① ギヨーム・アポリネールの短篇「オノ
レ・シュブラックの失踪」を、ロジェ・カイ
ヨワやジャック・ラカンの「擬態」論や、美
術批評における「不定形」論を参照しながら、
「絵画の起源」神話として詳細に読解した。 
② 芸術作品とは何かという問いをめぐる
バルザックの短篇「知られざる傑作」の後世
に及ぼした影響を分析した。 
 いずれも、文学研究と美術研究の橋渡しを



する論文である。 
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